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令和６年１月定例教育委員会 議事録 

日  時 令和６年１月２４日（水） 午前９時００分 ～ ９時４１分まで 

開催場所 文化センター ２階 研修室 

出 席 者 

（教育委員） 

教 育 長    山口 和良 

教育長職務代理者 田中 知子      委  員 小出 朗 

委   員    萩原 奈津季     委  員 石田 利久 

（事務局） 

事務局長（兼生涯学習室長） 髙橋 淳巳 

教育総務室長   永井 美和子   学校教育室長 大友 武見 

生涯学習室長補佐 前川 厚二    教育総務室  岸  美和子（書記） 

傍 聴 人  無し 

議 題 

議案第１号 吉岡町立小学校及び中学校管理規則の一部を改正する規則 

報告第１号 令和６年第１回臨時町議会提出議案（予算）の作成に対し意見を付す

ることについての臨時代理について 

 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１．開会】 

これより令和６年１月定例教育委員会を開会する。 

○１２月定例会の議事録について 

  → 異議なく、原案のとおり承認 

 

【２．議事録署名委員指名】 

萩原委員と石田委員を指名。 

 

【３．教育長報告】 

 Ⅰ 群馬県町村教育長・教育委員合同研修会 

・1/18（木）13：20～  於：吉岡町文化センターホール 

   ・「世界から見た日本の教育とこれから」と題して Google for Education 

日本統括 小出泰久氏(大阪教育大学と愛知教育大学の(客員)教授)に講

演いただく。 

   ・実践発表では、学校教育の部を「地元企業と連携した学校教育の充実」題

して明和町教育委員会が、社会教育の部を「神流町の地域学校協働活動～

支援から協働へ～」と題して神流町教育委員会が発表を行った。 

    

Ⅱ 令和６年度以降の「大樹町子ども交流事業」の方向性 
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小出委員 

   ・夏季実施から冬季実施へ変更。北海道の極寒の自然体験、大樹町児童との

密で深い交流が可能なプログラムでの実施。 

   ・毎年、吉岡町児童が大樹町を訪問する形式から、隔年で大樹町児童を吉岡

町に招き主催する町を年度ごとに交互とする等。 

 

Ⅲ 経過報告 

     各種会議や行事等に参加。コロナが落ち着いてきたおかげで、今まで中止

だった大会や行事が徐々に再開し、子どもたちの普段見られない姿が見ら

れて非常に良いと思った。 

 

Ⅳ 今後の予定（主なもの） 

     1/28 北群馬上毛カルタ大会 

     2/20 給食センター調理業務プロポーザル 

      

〈質疑〉 

  大樹町子ども交流事業は、今年（R6 年）の夏は無いということでよろしいか。 

 

  はい。非常に厳しいスケジュールだが、大樹町の都合とこちらの始業式に間に合

わせるには、今のところ来年（R7年）１月２日に出発して３，４，５日プログラム

に参加し、５日の夜に帰ってきて、１日明けて７日から始業式となる。 

 

  これをやるとなると、いわゆる６年度事業となることか。 

 

  事務局職員も正月２日から仕事となる。大きな変更としては、今まで学校の先生

に少なくとも最低３人、校長と２人の先生にお世話になっていたが、子どもの人数

が減るので、事務局職員だけで引率し、先生に迷惑を掛けることはない。あと、保

護者と子どもたちが正月２日の出発をどう考えるか。正月早々行きたくないという

ご家庭、お子さんばかりだとダメだが、なかには良い機会だから参加させようと思

う方もいるとの考えのもとで今進めている。 

 

【４．議事】 

○議案第１号 吉岡町立小学校及び中学校管理規則の一部を改正する規則 

〈議題大要〉 

  県教育委員会の提言Ｒ６による授業時数の余剰削減及び夏季の暑さ対策として

休業日を変更するもの。 

 

〈質疑〉 

  議案については、異論はない。ところで、計画上の授業可能時数と標準時数があ
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るが、実際の授業時数はほぼ計画どおりとなっているのか。 

 

  特に大きなことがない限りは、計画どおりに進むので、時数は変わらない。 

 

  計画の授業可能時数で、概ね授業が行われるということか。 

 

  そうである。既に行事等は全部抜いたかたちでの数字であり、変更はほとんどな

く、あっても 4,5 時間である。インフルエンザ等の学級閉鎖となった時などは、そ

の部分だけ時数が減る。 

  数年前までは、標準時数を年間で絶対に下回ってはいけない決まりであったが、

コロナの関係の休校等で標準時数を大きく下回ってしまうこともあり、現在は計画

上、標準時数を上回るような計画をしっかり立てていれば、突発的なことで下回っ

ても問題ないとされた。 

 

  学校マネジメントとしては、計画上の授業数に限りなく近づけようという方向が

今の流れということでよいか。 

 

  標準時数にできるだけ合うようなかたちで、実際に授業できる日数を近づけてい

こうとするが、全く同じにしてしまうとやはり突発的なものが起こるので、そこに

は若干余裕をもたせている。 

 

  もう１点、その計画上の授業可能時数は、明治小・駒寄小でかなり差があり、こ

の計画で授業が行われていると小学校の授業格差があるように見えるが、この辺り

学習に対する影響はいかがか。 

 

  町教委からは、基本的に標準時数のなかで授業をしっかり収めてもらって、そこ

で本来の力を付けてもらいたいと話している。 

 

  では、授業時数の多い方が、成績が良いという単純な話ではないということか。 

 

  そうである。今、ＩＣＴ化も含めてできるだけ効率よく本来の授業時数の中で学

習内容を完結してもらいたい、要は限られた時間の中で最大限の指導をしっかりと

行ってもらいたいと考えている。なお、来年度については両校ほぼ同じになってい

る。 

 

  承知した。 

 

  私から確認だが、学校の休業日が増えると仕事のため学童保育を利用している家
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庭は、学童保育が利用できないと困るが、その辺りは大丈夫か。 

 

  学童保育を管轄している子育て支援室にも、先月教育委員の皆さんにお話しした

のと同時に伝え、対応可能であるとの回答を得ている。本日議決をいただければ、

町教委と子育て支援室で連携をとりながら来年度に向けて対応していく。 

 

  もう１点、コロナの時に子どもの居場所ということでの学校の意義を感じさせら

れた。だからといって何でもかんでも学校となると先生に負担がいく流れとなるが、

居場所として学童保育の他に、この夏休みが延びることに関する保護者の心配への

対応は具体的にあるか。 

 

  ここ文化センターで毎年やっている夏休みの学習会を、延長となった期間に数日

設定してはどうかとの話が出ている。 

生涯学習室との連携では、小学生の放課後見守り教室をいくつかの自治会で実施

しているので、協力いただけるとの話が出てくればお願いしたいと考えている。ま

た、文化センターでの子ども向けのイベント等を検討していただければとも考えて

いる。 

 

  子どもたちの夏休みは、抽象的だが豊かな学びの充実が図れるチャンスでもある

と思う。文化センターでの事業が可能であればぜひお願いしたいし、図書館につい

ても子どもに限らず大人の人も公共施設で過ごせて自習室などの居場所もあり、そ

ういったところを開放し広げていただけるとありがたい。 

 

  幅広く活用していただく機会になるかと考える。 

 

  → 異議なく、原案のとおり決定 

 

○報告第１号 令和６年第１回臨時町議会提出議案（予算）の作成に対し意見を付す

ることについての臨時代理について 

〈議題大要〉 

  物価高騰に伴う給食食材費の補正予算 

 

【５．事務局報告】 

○令和５年度要保護・準要保護児童生徒の追加認定件数について 

〈大要〉 

  ・12月の追加認定数・・・0名（申請なし） 

    → 総認定数 129 名  ★うち 家計急変・・・２世帯３名（総数３名） 
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→ 質疑なし 

 

○二十歳のつどいについて 

〈大要〉 

   ・令和６年１月７日（日）実施 

   ・対象者 250名、出席者 194名（出席率 77.6％）うち吉岡中卒 192 名 

   ・ご家族 69名（来場者） 

   ・司会進行と受付を吉岡中ボランティア６名に協力もらう 

   ・記念写真は、４班体制 

   ・式典終了後、文化センター正面玄関の外にて渋川青年会議所が、小学６年生

当時に「20歳の自分への手紙」を書いてもらった手紙の手渡しを実施 

 

〈質疑〉 

  当日、対象者や出席者の人数の案内がなかったので、会場で配付する次第等に入

れてもらった方が良い。もう１点は、記念合唱録画のノイズが気になった。コロナ

も明けたし、オープニングの船尾太鼓は生で迫力があったので、せっかくなら合唱

もリアルに聞けたら素晴らしいなと思ったので検討いただければ。 

 

  確かに来賓の皆様からも、「今日は何人くらい出席しているか」と質問された。人

数については、事前申込数であれば印刷可能であるし、当日出席者数だと実際どう

なるか集計し、どこかのタイミングで司会に言ってもらうなどいかがか。 

 

  対象者と出席予定数であれば事前に把握できるので、その掲載を検討したい。 

  記念合唱録画については、前回ピアノが小さいとの指摘を受けて今回フルに音を

拾った結果のノイズまで拾ってしまった。この辺りは改善の余地があり、今後もう

少し精度の良い録音をしていきたい。 

 

【６．閉会】 

 以上もって、令和６年１月定例教育委員会を閉会する。  

（閉 会 ９時４１分） 

 

 

 

 

 

 

 

 


